
システム・ブロック図：DLP 双方向型ディスプレイ

主な特長
◦マルチタッチ制御

• 近距離ジェスチャ制御（プリタッチ検出）に対応
• 無数のタッチ・ポイントを設定可能

◦堅牢な動作
• 産業 / 医療用に最適
• 油の付着などにより手が汚れていたり、手袋をしている場合でも
使用可能

•タッチ・オーバーレイによる影響や機械的衝撃に対する強い耐性
◦高画質

• 曲面表面への表示が可能
• 安定した輝度、コントラスト、色彩
• 高い電力効率
• 大型ディスプレイ領域に対して簡単に調整可能

◦高い設計自由度
• 物理的な制御装置（ノブなど）のための配線を不要に
•ソフトウェアによるHMI の完全な再定義が可能

DLP®テクノロジーの利点と双方向型ディスプレイ開発ツールに
関する詳細については、www.tij.co.jp/mems をご覧ください。

DLP®テクノロジーを使用した双方向型ディスプレイ
1996 年以来、テキサス・インスツルメンツの DLP テクノロジーは、
プロジェクション・ディスプレイ向けに普及が進み、現在では、映画
上映から教室、携帯電話に至るまで、あらゆる場所で投影用に使わ
れています。個々の DLP チップセットのコアとなっているのは、高効
率の光 MEMS 部品であるデジタル・マイクロミラー・デバイス（DMD）
です。臨場感の向上を目指して新たなディスプレイ技術の開発が続け
られており、DMD の速度と自由度が向上し、新次元の双方向型ディ
スプレイが可能になっています。

DLP テクノロジーは、高画質と堅牢な性能を実現するユニークな技
術です。DLP 双方向型ディスプレイ技術は、一定のコントラスト・レ
ベルと色の深みを維持しながら、大型曲面表面への画像投影を可能
にする優れた技術です。ソフトウェアで定義されるヒューマン・マシン・
インターフェイス（HMI）により、ノブやその他の物理的な制御装置
のための配線が不要になり、汎用的な設計が可能になります。その
結果、各種の形状を持つディスプレイやデザインに優れたディスプレ
イを自由に設計できるようになります。

DLP 双方向型ディスプレイは、優れた性能や画質、高い自由度を
特長としており、産業 / 医療用の用途で最適なソリューションを提供
します。高度なマルチタッチ双方向機能により、近距離ジェスチャ制
御が可能になるほか、システムで無数のタッチ・ポイントを設定でき、
手袋をしていても、あるいは手が汚れていても、手によるシステム操
作を行えます。これらの先進ディスプレイ・システムは、タッチ・オーバー
レイによる影響や、磨耗や機械的衝撃への高い耐性を備えています。
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